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第
十
七
条
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
、「
関
係
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ
の
地
域
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
」
を
「
環
境
基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
、
当
該
地
域
に
お
い
て
実
施
す
る
」
に
改
め
、「
基
本

方
針
を
示
し
て
、
そ
の
施
策
に
係
る
」
を
削
り
、「
の
策
定
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
四
十
条
の
二
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
市
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、」を
削
り
、
同
号
を
同
項

第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

（
特
定
水
道
利
水
障
害
の
防
止
の
た
め
の
水
道
水
源
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
三
条

特
定
水
道
利
水
障
害
の
防
止
の
た
め
の
水
道
水
源
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
六
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

（
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
四
条

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、公
表
し
な
け
れ
ば
」

を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
、
当
該
都
道
府
県
」
を
「
並
び
に
当
該
都
道
府
県
」
に
改
め
、「
そ
の
他
の
分
別
収
集

の
促
進
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
五
条

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
を
開
き
、
指
定
地
域
の
住
民
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
」
を
「
の
開
催
そ
の
他
の
指
定
地

域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
公
告
し
な

け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
を
開
き
、
対
策
地
域
の
住
民
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
」
を
「
の
開
催
そ
の
他
の
対
策

地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
六
条

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律

第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
、「
及
び
第
十
三
項
」
を
「
、
第
十
三
項
及

び
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
五
項
中
「
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

前
項
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
（
当
該
標
識
の
寸
法
を
除
く
。）は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

７

第
五
項
の
標
識
の
寸
法
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。

第
三
十
五
条
第
十
二
項
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に

お
い
て
」
の
下
に
「
読
み
替
え
て
」
を
加
え
る
。

（
特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
八
条

特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の
除
去
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
六
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
九
条

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
即
し
て
、」の
下
に
「
お
お
む
ね
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る

よ
う
努
め
る
」
に
改
め
る
。

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
七
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
す
る
」

を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

鳥
獣
保
護
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
鳥
獣
保
護
事
業
に
関
す
る
普
及
啓
発

に
関
す
る
事
項
そ
の
他
鳥
獣
保
護
事
業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
及
び
第

五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第

四
項
中
「
公
聴
会
を
開
い
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
鳥
獣
の
保
護
管
理
の
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
十
四
項
中
「
が
環
境
大
臣
に
協
議
を
し
た
と
き
」
及
び
「
そ
の
同
意
を
得
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
六
項
中
「
第
四
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
及
び
第
七
条
第
五
項
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
第
四
項
中
「
第
四
条
第
三
項
、
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
、
第
七
条
第
五
項
」に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
十
三
項
中
「
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

14

前
項
の
標
識
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
が
設
置
す
る
標
識
の

寸
法
は
、
こ
の
項
本
文
の
環
境
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
参
酌
し
て
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。

第
二
十
八
条
第
四
項
中
「
十
四
日
」
の
下
に「（
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
定
め
る
お
お
む
ね
十
四
日
の

期
間
）」を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
公
聴
会
を
開
催
す
る
」
を
「
環
境
大
臣
に
あ
っ
て
は
公
聴
会
を
開
催
す
る
も
の

と
し
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
公
聴
会
の
開
催
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中

「
及
び
第
十
三
項
」
を
「
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
に
、「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
環
境
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

環
境
大
臣
に
協
議
し
て
そ
の
同
意
を
得
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
に
協
議
し
て
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
保
全
事
業
と
し
て
希
少
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
希
少
鳥
獣
の
う
ち
の
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
す
る
と
き
。

二

当
該
保
全
事
業
と
し
て
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
網
又
は
わ
な
を
使
用
し
て
鳥
獣
の
捕

獲
等
を
す
る
と
き
。

第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
て
そ
の
同
意
を
得
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
都
道

府
県
知
事
に
協
議
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
行
い
、」を
「
行
う
場
合
に
お
い
て
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る
と
き
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
き
」
を
削
り
、
同
項
各
号
を
削
る
。
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